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第3回「太陽-地球大気の地上多点観測データ総合解析ワークショップ」
データ解析セッション＠極地研（2016年10月20日）



この講習では、

SPEDASのGUIについて、

• 軸の最大値、最小値、タイトルの変更

• 簡単なデータ処理方法

• ASCIIデータの保存

等を紹介する。
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GUIによる操作 (1)
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1. IDL> thm_gui   （GUIを起動する）

2. 午前中の講義で保存した
tgdファイルを読み込む

(1) “File”→”Open SPEDAS 
Document” をクリック

(2) 保存したtgdファイルを
読み込む。



GUIによる操作 (2)
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2. tgdファイルを読み込む
午前中に実行したコマンドが
順に実行される。

※ロードの際には、”Rules of 
Data Use”の”OK”をクリック
することが必要。



GUIによる操作 (3)
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3. X軸を変更する

(1) “Graph”→”X Axis 
Options…”をクリック

(2) Rangeタブをクリック

(3) Fixed Rangeをチェック

(4) 最小値, 最大値を設定
ここでは、
[2015-06-22/17:00:00:00,
2015-06-22/21:00:00:00]を
指定
(5)“Apply to All Panels”をク
リックして画面をチェック



GUIによる操作 (4)
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3. X軸を変更する

(6) Ticksタブをクリック

(7) Major Ticks By Interval
をチェックし、”Major Tick 
Every”を1とする。

(8)“Apply to All Panels”をク
リックして画面をチェック



GUIによる操作 (5)
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3. X軸を変更する

(9) Annotationsタブをクリ
ック

(10) Panel 2(2,1)を選択

(11) Annotation Formatを
“h:m”を選択

(12)“Apply”をクリックして
画面をチェック



GUIによる操作 (6)
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3. X軸を変更する

(13) Titleタブをクリック

(14) Titleに”Universal Time”
を入力

(15) Font Sizeを”14”に変更

(16)“OK”をクリック



GUIによる操作 (7)
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3. X軸を変更する
X軸の情報が変更されたこと
を確認する。



GUIによる操作 (8)
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3. X軸を変更する

Graphから様々なOptions
を選択することで、

• Y軸
• Z軸（カラーバー）
• ページ
• パネル
• …..

等も、個別に設定するこ
とができる



GUIによる操作 (9)
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4. データ処理を行う

(1) “Analysis”→”Data Processing…” 
をクリック



GUIによる操作 (10)
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4. データ処理を行う

(2) Data Processingウィンドウ
が起動する

様々な解析が可能



GUIによる操作 (11)
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4. データ処理を行う

(4) 矢印をクリック

(3) 処理したい変数をクリック
[“ace_k0_mfi_BGSEc”を選択]

(5) “Active Data”に選択した
データが表示される

(6) “Interporate…”を
クリック



GUIによる操作 (12)
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4. データ処理を行う

(8) “Spline”を選択

(7) “Cadence”を”60”に設定
※ここで、処理するデータのオリ
ジナルは300秒値

(9)”OK”をクリック



GUIによる操作 (13)
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4. データ処理を行う

(10) 新たに、
“ace_k0_mfi_BGSEc-itrp”
ができたことを確認

(11)”Done”をクリック



GUIによる操作 (14)

16

5. 処理したデータをプロットする

(3)”Line”をクリック
(2) プロットするデータを
選択
[“ace_k0_mfi_BGSEc-itrp”
を選択]

(1)まず、Panel2を
”Remove”

(5)”OK”をクリック

(4)”Rows Per Page”
を”4”にする



GUIによる操作 (15)
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5. 処理したデータをプロットする

オリジナルデータ

補間されたデータ

(6) 拡大したい時刻範囲をマ
ウスでドラッグ&ドロップ



GUIによる操作 (16)
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5. 処理したデータをプロットする

データがスムーズに補間
されている。



GUIによる操作 (17)

6. データをASCIIファイルで保存

(1) “File”→”Save 
Data As…” を
クリック

(2) “Save Data 
As”ウィンドウが
起動

(3) 保存するデータを選択
[“ace_k0_mfi_BGSEc-itrp”を選択]

(4)Save as ASCII data file
をクリック

(5) ”Specify”をクリック

(6) ”Save”をクリック



GUIによる操作 (18)

6. データをASCIIファイルで保存

(7) ファイル名と保存フ
ォルダを適当に指定し
て保存

保存されたCSVファイル


